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ね
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【
会
の
紹
介
】
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会
は
、
南
ア
ル
プ
ス
周
辺

地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
と
文
化
の
継
承
を
図
り
、
そ
の
持
続
可
能
な
利
活
用
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
協
議
会
で
す
。※

こ
の
新
聞
で
は
、
川
根
本
町
の
情
報
を
「
か
わ
ね
」
と
表
記
し

て
い
ま
す
。

【
会
員
】
静
岡
森
林
管
理
署
、 

天
竜
森
林
管
理
署
、 

静
岡
県
、 

静
岡
市
、 

川
根
本
町
、 (

株)

特
種
東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
、 

中
部
電
力(

株)

静
岡
水
力
セ
ン
タ
ー
、 

し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン(

株)

、 

大
井
川
鐵
道(

株)

、
千
代
田
タ
ク
シ
ー(

株)
、

十
山(

株)

、　

川
根
本
町
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
、　

井
川
山
岳
会　

【
協
力
】
井
川
観
光
協
会
、 

川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
、 

南
ア
ル
プ
ス
・
井
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、 

一
般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね

来
年
の
本
大
会

復
活
に
向
け
て

「
ゼ
ロ
・
オ
オ
イ
ガ
ワ
」
に
挑
戦

元気よくスタートする選手たち

ゴール後、完走賞を掲げる選手たち

かわね

いかわ

いかわ

1/23（日）

3/6（日）

11/6（土）～2/27（日）の
土日限定運行

リバウェル井川
感謝祭

リバウェル井川

ありがとうDAY

いかわねの

イベントカレンダー
2022 

1月～

井川

川根本町

※掲載のイベント情報は、コロナウイ
ルス感染症拡大等により内容の変更や
イベントの延期、中止となる場合がご
ざいます。

井川ビジターセンター

☎ 054-260-2377

川根本町まちづくり観光協会

☎ 0547-59-2746

星空列車

　

令
和
３
年
11

月
６

日
（
土
）
、
井
川
マ
ウ
ン

テ
ン
マ
ラ
ソ
ン
プ
レ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
は

「
仲
間
と
助
け
合
い
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

共
に
帰
っ
て
き
て
ほ

し
い

。
」
、「

山

岳

ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人

と
自
然
、
人
と
人
と
の

関
わ
り
を
育
ん
で
い

き
た
い
。」
そ
ん
な
思
い

か
ら
「
ペ
ア
ト
レ
ラ
ン
」

と
い
う
新
た
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。

休
憩
所
で
座
り
込
ん

で
交
流
を
楽
し
む
選
手
。

ペ
ア
同
士
で
仲
良
く

ゴ
ー
ル
す
る
選
手
た

ち
。
会
場
に
は
紅
葉

に

染

ま

る

自

然

と

調
和
し
た
微
笑
ま
し

い
光
景
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
あ
え
て
順

位
を
競
わ
な
い
、
表

彰
式
も
な
い
新
し
い

ス
タ
イ
ル
。
選
手
全
員

に 

完
走
証 

で
は
な

く 

完
走
賞 

が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
大
畑
匡

孝
さ
ん
（
静
岡
市
消

防
局
勤
務
）
が
大
井

川
源
流
部
の
最
初
の

１
滴
を
求
め
て
、
河
口

か
ら
南
ア
ル
プ
ス
の

間
ノ
岳
ま
で
42

時
間
、

1
6
6

km

に
わ
た
る

「
ゼ
ロ
・
オ
オ
イ
ガ
ワ
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
挑
戦
は
、
２
年

前
か
ら
考
え
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で

山
岳
マ
ラ
ソ
ン
等
の

大
会
が
中
止
に
な
る
中
、

他
人
と
接
触
せ
ず
に

１
人
で
挑
戦
で
き
る

と
実
行
し
ま
し
た
。

大
井
川
を
登
る
と
広

い
河
原
か
ら
渓
流
、

沢
登
り
と
、
大
井
川

の
形
や
水
の
色
が
次

第
に
変
化
し
、
そ
れ
が

楽
し
く
、
先
の
景
色
が

見
た
く
て
自
然
に
脚
が

前
に
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

標
高
2
9
0
0
m

の

岩
肌
か
ら
染
み
出
す

大
井
川
最
初
の
１
滴
目

の
味
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊

富
で
荒
々
し
く
、
達

成
で
き
た
充
実
感
で

と
て
も
美
味
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

大
井
川
の
豊
か
な

水
が
も
た
ら
す
大
自

然
を
全
身
で
感
じ
、

こ
の
自
然
を
い
つ
ま

で
も
守
っ
て
き
た
い

と
大
畑
さ
ん
は
語
っ

て
い
ま
し
た
。

”

”

”

”

※

今
回
の
ル
ー
ト
は
、

登
山
道
が
な
く
、
沢
登

り
の
技
術
や
相
当
な
体

力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

挑

戦

の

様

子

は

、

Y

o

u

T

u

b

e

「
な
っ
ち
ゃ
ん
の
ラ
ン
ラ

ン
日
記
」
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

ここ

知ってる？

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

田代地区の奥に、ひっそりと佇む諏訪神社。その歴史は

古く、あの御柱祭で有名な長野県の諏訪大社の分社で、

夏のヤマメ祭りは静岡県指定無形民俗文化財に指定されて

います。地元の人から「お諏訪さん」と呼ばれ親しまれてい

ます。この本殿内にかわいらしい鹿の石像があります。

井川では山犬信仰が盛んでしたが、長野の諏訪大社に

は鹿に関する神事もあることから、鹿の像が奉納された

と考えられます。

本殿は、ヤマメ祭などの特別な日にしか開放されないため、

井川に住んでいても見たことのない方がいるのでは？境内に

は立派な龍の彫刻などもあるので、ぜひ一度お参りください。

いかわお諏訪さんの鹿

川根本町徳山地区にある浅間神社では、狛犬ではなく

「鹿ん舞」をモチーフにした人間の石像がお出迎えしてくれ

ます。

この神社は、疫病退散・家内安全・安産などのご利益があ

るとされており、新年を迎えるに当たり、新型コロナの収束

とご家族の安泰を願い、是非お参りしてください。

かわね鹿ん舞の石像

挑戦した大畑匡孝さん

大井川源流部最初の１滴

大井川を遡行しながら進みます

諏訪神社  静岡市葵区田代855 浅間神社  川根本町徳山2894

No.17No.17

ユネスコエコパークに登録された、

静 岡 市 井 川と川 根 本 町

魅力を伝える、地域でつくる新聞

の

コ
ロ
ナ
退
散
祈
願
　

花
火
で
笑
顔
に
！

 

「
ズ
ド
ー
ン
ッ
！
バ
チ
ッ
バ
チ
ッ
バ
チ
ッ
バ
チ
ッ
！
」
、
静
ま
り
返
る
川
根
の

夜
の
と
ば
り
を
切
り
裂
く
、ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
閃
光
と
爆
音
が
山
々
に
こ
だ

ま
し
た
・
・
・
。

　

令
和
３
年
10

月
30

日
、「
大
井
川
Ｓ
Ｌ
花
火
の
旅
〜
か
わ
ね

花
火
路
〜
」（
主
催
：
大
井
川
鐵
道
㈱
・
㈱
イ
ケ
ブ
ン
）
が

開
催
さ
れ
、
千
頭
の
夜
空
に
大
輪
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

当
事
業
は
、
文
化
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
文
化
観
光
促
進
に
係
る
モ
デ
ル
創
出
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
で
落
ち
込
む
地
域
に
元
気
を
も
た
ら
し
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
井
川
鐵
道
が
２
年
半
ぶ
り
に
Ｓ
Ｌ
の
夜
間
走
行
を
行
い
、

乗
客
は
車
窓
か
ら
お
出
迎
え
花
火
を
鑑
賞
し
な
が
ら
千
頭
駅

ま
で
乗
車
し
ま
し
た
。
千
頭
駅
前
の
河
川
敷
で
は
、
約
40

分
間
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
約
5
0
0
0
発
の

花
火
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
曲
に
合
わ
せ
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど

が
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
の
乗
客
以
外
に
も
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
遠
方
か
ら

車
で
お
越
し
に
な
っ
た
観
客
な
ど
が
鑑
賞
し
、
　

圧
巻 

の
花
火

シ
ョ
ー
終
了
後
に
は
各
所
で
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
は
、「
今
年
初
め
て
の
花
火
。
こ
ん
な
盛
大
な
花
火

　が
地
元
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
花
火
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、一
日
も
早
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
つ
な

が
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

”

”

千頭の夜に打ち上げられた花火と夜間走行したＳＬ

YouTube

川根本町
チャンネル
にて花火の
様子を紹介


